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 以上の結果から、本審査委員会は、武井優子氏の博士学位申請論文「寛解状態にある小児がん患
者が抱える心理社会的問題の特徴と社会適応に及ぼす影響」は、博士（人間科学）の学位を授与す
るに十分値するものと認める。 
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